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新
型
コ
ロ
ナ
一
色
の
令
和
二
年
。「
三
密
」

に
象
徴
さ
れ
る
制
限
の
あ
る
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
「
ど
う
す
れ
ば
で

き
る
の
か
。」
を
模
索
し
続
け
た
一
年
で
し

た
。

　
私
た
ち
は
、
い
つ
も
通
り
何
気
な
く
し
て

い
る
事
、
慣
例
的
に
毎
年
し
て
い
る
よ
う
な

事
は
、
何
と
な
く
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
が
ち

で
、
特
別
に
記
憶
に
残
る
と
い
う
こ
と
は
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
事
や
悔
し
か
っ
た
事
等
、
心
が
大
き

く
動
い
た
体
験
は
ず
っ
と
覚
え
て
い
る
も
の

で
す
。

　
そ
の
違
い
は
、
ど
こ
か
ら
く
る
の
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
、
そ
の
体
験
に
取
り
組
む
気
持

ち
の
違
い
に
よ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
気
持
ち
を
込
め
て
一
生
懸
命
取
り
組
ん

だ
事
は
、
質
の
高
い
体
験
と
な
り
、
自
分
自

身
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
一
年
、

子
ど
も
た
ち
は
、
今
ま
で
と
は
違
う
限
ら
れ

た
環
境
の
中
で
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
環
境

だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
目
標
を
よ
り
し
っ
か

り
と
持
っ
て
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
よ
り
や

り
が
い
や
充
実
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と

も
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
だ
ま
だ
新
し
い
生
活
様
式
は
続
き
そ
う

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
、
貴
重

な
体
験
の
一
つ
一
つ
に
、
気
持
ち
を
込
め
て

一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

町内の学校の子どもの人数 (R3.1.1 現在 )   小学校 4 校 625 人  中学校 4 校 346 人

佐用町教育委員会　〒 679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1　℡ 0790-82-2424　FAX0790-82-0120

体力づくり記録会（佐用小学校）

佐用もち大豆の学習（上月小学校）

伝統文化わくわく体験教室～草書に挑戦～（上津中学校）

長崎への修学旅行（三日月中学校）

教
育
長

　
浅
野
　
博
之
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教
育
さ
よ
う
第
38
号
で
も
お
伝
え
し
た

よ
う
に
、
佐
用
町
教
育
委
員
会
で
は
、
令

和
２
年
３
月
に
第
３
期
佐
用
町
教
育
振
興

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
に
基
づ
く
学
校
で
の
取
組
を
い

く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
施
策
の
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、

小
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

を
紹
介
し
ま
す
。

　

小
学
校
５
年
生
の
算
数
で
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
、「
ま
っ
す
ぐ
４
㎝

進
む
」「
左
に
90
度
回
る
」
な
ど
の
命
令

を
組
み
合
わ
せ
て
正
多
角
形
を
描
く
プ
ロ

　

具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
小
学
校
５
年

生
の
自
然
学
校
、
中
学
校
２
年
生
の
ト
ラ

イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
を
紹
介
し
ま
す
。

　

６
月
に
５
日
間
実
施
す
る
予
定
だ
っ
た

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
は
、
11
月
に
２

日
間
開
催
し
ま
し
た
。
左
の
写
真
は
、
上

月
中
学
校
の
２
年
生
が
笹
ヶ
丘
ド
ー
ム
の

窓
ふ
き
を
し
て
い
る
様
子
で
す
。
清
掃
活

動
を
通
し
て
地
域
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

を
高
め
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
成

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
当
初
は
、
６
月
に
４
泊
５
日
で

実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

　

超
ス
マ
ー
ト
社
会
（Society5.0

）

の
到
来
を
見
据
え
て
情
報
活
用
能
力

（
情
報
モ
ラ
ル
を
含
む
）
を
育
成
す

る
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効

果
的
に
活
用
す
る
学
習
活
動
の
充
実

を
図
る
。

　

児
童
生
徒
に
豊
か
な
人
間
性
や
健

全
な
社
会
性
を
育
み
、
規
範
意
識
を

醸
成
し
、
生
命
を
大
切
に
す
る
心
や

思
い
や
り
の
心
及
び
共
生
の
心
な
ど

を
養
う
た
め
、
ね
ら
い
を
明
確
に
し

て
自
然
体
験
や
社
会
体
験
を
充
実
さ

せ
、
地
域
と
連
携
し
た
体
験
教
育
を

推
進
す
る
。

●
第
３
期
佐
用
町
教
育
振
興
基
本
計
画

　
★
学
校
の
取
組
を
紹
介
★

●
自
然
学
校

●
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

（
１
）「
確
か
な
学
力
」
の
育
成

　

④　

情
報
活
用
能
力
の
育
成

（
２
）「
豊
か
な
心
」
の
育
成

　

①　

体
験
教
育
の
推
進

グ
ラ
ム
の
学
習
を
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
小

学
校
６
年
生
の
理
科
で
は
、
５
年
生
で
の

経
験
を
生
か
し
て
、
周
り
が
暗
く
な
る
と

電
球
の
明
か
り
が
つ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

る
こ
と
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
学
習
に
子
ど
も
た
ち
が
意
欲

的
に
取
り
組
む
こ
と
を
め
ざ
し
、
佐
用
町

教
育
研
究
所
（
佐
用
町
教
育
委
員
会
内
）

で
は
、
小
学
校
教
員
を
対
象
に
研
修
を
行

い
ま
し
た
。（
左
写
真
）

　

こ
の
よ
う
に
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
な
が
ら
、
論
理

的
思
考
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
学
習
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
計
画
を
見

直
し
、
秋
に
２
泊
３
日
で
実
施
し
ま
し
た
。

右
下
の
写
真
は
、
佐
用
小
学
校
の
５
年
生

が
西
は
り
ま
天
文
台
の
林
の
中
で
ロ
ー
プ

を
使
っ
た
森
遊
び
を
し
て
い
る
様
子
で
す
。

感
染
症
対
策
を
十
分
に
行
う
中
で
、
友
だ

ち
と
協
力
し
な
が
ら
自
然
体
験
を
満
喫
し

ま
し
た
。
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町長あいさつ

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
に
よ
り
、
私
た
ち
の
生
活
は
と
て

も
便
利
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
は
便
利
な
道
具
で
あ
る

反
面
、
使
い
方
を
誤
れ
ば
様
々
な
問

題
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
危
険
に
巻

き
込
ま
れ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　

令
和
元
年
度
「
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ

ホ
ア
ン
ケ
ー
ト
」
及
び
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
夢
中
度
調
査
」
結
果
（
兵
庫

県
青
少
年
本
部
）
に
よ
れ
ば
、
子
ど

も
た
ち
が
ス
マ
ホ
な
ど
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
端
末
を
持
っ

て
い
る
割
合
は
、
小
学
校
低
学
年
で

約
36
％
、
高
学
年
で
約
62
％
、
中
学

生
で
約
73
％
、
高
校
生
で
約
98
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
一
番
よ
く
す
る
こ
と
の
割

合
は
、
小
学
校
低
学
年
が
ゲ
ー
ム
で

44
％
、
高
学
年
・
中
学
生
が
動
画
視

聴
で
、
そ
れ
ぞ
れ
43
％
、
41
％
、
高

校
生
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
42
％
と
い
う
結
果

で
す
。

　

ゲ
ー
ム
、
動
画
視
聴
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
起
こ
り

や
す
い
問
題
と
し
て
、
使
い
過
ぎ
、

　

具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
上
月
小
学
校

が
取
り
組
ん
で
い
る
食
育
を
紹
介
し
ま
す
。

　

児
童
生
徒
に
食
に
関
す
る
正
し
い

知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付

け
さ
せ
る
た
め
、
学
校
教
育
活
動
全

体
を
通
じ
た
組
織
的
・
計
画
的
な
食

育
を
推
進
す
る
。
学
校
給
食
に
お
け

る
地
元
産
農
林
水
産
物
の
活
用
促
進

を
図
り
、
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
た

食
育
に
取
り
組
む
。

（
３
）「
健
や
か
な
体
」
の
育
成

　

②　

食
育
の
推
進

スマートフォン・インターネットの利用について

て
、
栄
養
教
諭
か
ら
学
ん
で
い
る
様
子
で

す
。　
　

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
学

校
給
食
を
「
生
き
た
教
材
」
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
で
、
食
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
ま
す
。

　

左
下
の
写
真
は
、
地
域
の
か
た
か
ら
佐

用
も
ち
大
豆
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
な
が

ら
、
収
穫
を
体
験
し
て
い
る
様
子
で
す
。

も
ち
大
豆
の
収
穫
の
仕
方
や
収
穫
し
た
も

ち
大
豆
の
干
し
方
な
ど
を
、
体
験
を
通
し

て
学
び
ま
し
た
。
児
童
は
、
脱
穀
し
た
も

ち
大
豆
を
喜
ん
で
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
か
た
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
実
際
に
生
産
活
動
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
産
業
や
自
然
、
食
文

化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
り
、
生
産
者

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
抱
か
せ
た
り
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
た
食
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

左
上
の
写
真
は
、
３
年
生
の
児
童
が
、

佐
用
も
ち
大
豆
の
特
徴
・
栄
養
に
つ
い
て
、

ま
た
、
ど
ん
な
給
食
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
自

分
た
ち
が
食
べ
て
い
る
の
か
な
ど
に
つ
い

高
額
請
求
、
個
人
情
報
の
流
出
、
誹

謗
中
傷
・
い
じ
め
な
ど
の
人
権
侵
害
、

年
齢
的
・
社
会
的
に
不
適
切
な
サ
イ

ト
の
閲
覧
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
が
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
、
私

た
ち
大
人
の
役
割
は
非
常
に
大
き
な

も
の
と
な
り
ま
す
。
携
帯
電
話
会
社

な
ど
が
提
供
す
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
設
定
す
る
こ
と
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
に
つ
い
て
家
庭
の
ル
ー
ル
を

作
成
す
る
こ
と
な
ど
が
重
要
で
す
。

　

各
ご
家
庭
に
お
い
て
も
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
使
い
方
を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。



町内の小学校に就学する児童で、放課後や長期休業中に家庭で保護する者がいない家庭の児童

町教育委員会事務局　℡８２－２４２４

徒歩により通所し帰宅の際には 18 時までに保護者による迎えが必要です。

登　校　時：放課後～午後 6 時
長期休業中：午前 8 時～午後 6 時

（土日祝日、お盆、年末年始などは休み）

所定の申込書を必ず提出してください。（締切２月 12 日）
　※引き続いて利用される場合にも、毎年申込みが必要です。 
　※申込書は町ホームページでダウンロードできます。
　※定員を超過する場合には、入所をお断りする場合があります。

納付書を使用し、会計課または金融機関窓口で納付をお願いします。
　・通年利用：６、８、１０、１２、２、翌４月納付
　・８月期のみ利用：８月納付

佐用小学校区：ふれあい町民プール　定員６０人
上月小学校区：上月保育園　　　　　定員６８人
南光小学校区：南光保育園　　　　　定員５６人
三日月小学校区：三日月小学校　　　定員４８人

●対　象　児　童

●問  い  合  わ  せ

●送　迎　方　法

●保　育　時　間

●入　所　申　込

●保育料等の納付

●保　育　場　所

令和３年度学童保育（放課後児童クラブ）事業改定と利用者募集について
　佐用町の学童保育は平成 23 年の開設から 10 年を迎えます。この度、より公平公正な料金体系及び減免制度を
目指し、下記のとおり料金体系等を見直し、適正化を図ることとなりました。
　令和３年度の利用をご希望の方は内容をご確認のうえ、お申込みください。

項　目 現　行 改　正 備　考

保
育
料
等

通年利用基本額（月額） ８，０００円 ６，０００円
おやつ代 ( 月額 ) 基本額に含む １，０００円 夏休み（８月）も同額
傷害保険 ( 年額 ) 基本額に含む ８００円 年度最初の請求時に徴収
春休み ６，８００円 区分を設けない 通年利用の扱い
夏休み ２３，８００円 ２０，０００円 ８月のみ
冬休み ６，０００円 区分を設けない 通年利用の扱い
納付回数 毎月 原則２ヶ月に１回 ８月のみ別途

保
育
料
減
免
制
度

月　額

生活保護・就学援助 無料 基本額のみ無料 減免を受けるには就学援

助の認定が必要です
ひとり親 無料 減免なし
所得区分 減額 減免なし
第２子以降 無料 基本額のみ無料

長期休業のみの保育料 減免なし 減免なし

　佐用町教育委員会では、佐用町内の小・中学校の教員等の欠員代替等として、臨時的任用教員及び会計年
度任用職員を随時募集しています。
【募集職種】　●臨時的任用教員
　　　　　　　　欠員補充や産前産後休暇等の代替として勤務する常勤の教諭及び養護教諭・栄養教諭
　　　　　　　●会計年度任用職員
　　　　　　　　定められた教科等の授業を行う非常勤の講師
【募集対象・資格】
　　　　　　　●希望する校種又は担当教科の有効な教員免許状を所有する者（取得見込みの者を含む）
　　　　　　　●地方公務員法第１６条及び学校教育法第９条の欠格事項に該当しない者
　　　　　　　●教職に必要な見識と熱意をもった健康な者
【必要書類】　●履歴書（市販のものに必要事項を記入のうえ、３カ月以内に撮影した写真を貼付）
【登録申込方法】
　　　　　　　●月曜日～金曜日（祝日を除く）の午前９時から午後５時までに、佐用町教育委員会へ持
　　　　　　　　参または郵送して下さい。　※教員免許状取得見込みの方も登録できます。
【任用方法】　●任用にあたっては、直接本人に連絡します。
　　　　　　　●応募されても、任用がない場合もありますのでご了承ください。

募集します！
佐用町立学校臨時的任用教員・会計年度任用職員


